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トルコの地質&扇巌資源①

地形

と維質

案免淋き

トル鱗の地質を蜜ず手がけたのは濠本縫漆修み深い買､

N徽搬㎜鰍博士である､彼は賢索よ蔓嬬鰯後トル漁に鮭藷

同国の地質壷概究して地体簿造諭(搬餐)鐙繁讃しトル灘の

地質構造随分室おこな噌た,そ蟻後霊曇じでドイツペ冷

ギ岬のアルプス学者たぶ免はE缶衡雛滋㈱鋤鼠由鳶憾泌

(1928)L｡脇胞(王搬)な㍑漉質構濫⑯概爽畿淡淡紡で

きた以来竃一冒潔パ魯国の地質学者の苧によ欄て岡禺の

鋤質薮地下資源調査淋おこ扱われるとともに多く則りい人

の地質泰が育成窓れて誉た｡現在は頭立研究機関であるト

ル鴛鉱物調査開発研究所(M.T,A)およびイス券ンブル工科

大学讐事はりて活発な調査研究がすすめら観ておりその学

術酌1技術的水準1ζはかな夢鰍叱のがある､

このような状況にかかわらずわが国は粘いてトル灘の地質

や地下資源についての文献が階とんどなく関心も薄かったの

は地理的に両国が遠くへだたりていることトル引け鶯㎜

ム鉱廉のぽかはそれ陪塚澄弩すべき資源淋館られてい秘にと

両国間の学術的1経済的交流が蓄わめて少濠か鶯たこおな&の

理由が考えられる.しかし最近わが国の海外における地

下資源の開発･確保あるいは土木建設の技稀援助等の事情から

トノ帥の銅1鉄1原料炭1肴洩などの地下資源や一般地質状況

秘次欝紀注簿窓れる次ら紀なりた.

繁蕎は蝸6年よ算蝸7制こかげて至牟有余慈蜜縫紡ばた

M.T.A紀技俄鶴力職責として派遣慈れ看巌調査紀従寮して

きた,､し花がりてトル蜜の地質鰯をはじめ地質に関する多

少の文献も手許にあるので文献登幸心に筆者が碍だ落い噴

料を加えながらごく大雑把ではあるが地質の艦要お看巌資

源についてここに紹介したい.なお一般地質については

イスタンブル工科大学教授I.Ketin氏およびC.Eren熾氏

の見解を中心として紹介している.

稿を草するにあたり資料の提偉にご協力願った外務省中近

東アフリカ局中近東課底瀬徹也1藤原稔繭ゆ爾賎縞漢蝋鐵捧産

業株式会社目鵜実業株式会維⑳関係魯彼潟漢籔雑務翻減蔭

わした科学技術庁海洋閥発蜜幻鰯胴常爽醐蔓深艦約鮒瀞蜜讃淡

る次第である,

の概要

弊上薬二

1艦㎞探海潟敦泌地騨海沿灘⑳鰯地労は湊期は温暖で

滋潤翼期は輸燦1商激⑳飽中海性気候縞裟び黒海性気

候涛滋葛⑳絶対じ内隆は乾燥篶で寒欝の藻沸激い将

矛災プ灘⑳爽勝機気候であ篭(鶏凄図1篤五表)苗沿岸

由陶駿蟹簿資濠で五舘は爾箏怒輸撃にわかれ爾暫の鏡

､蹄は地域憾畿繊愁翼愁葛洪軸潟滋羅輸撃は鳶凋～餐月

か晩鯛～1!用漢でである｡撃節風は夏は北および

北西風冬は北抽よび北東風が卓越する｡人口は約3

千王百万人(瓢､跳､螂大夏9欄年国勢調査)であり

主としてアナトリア西部の沿岸地方に集帯する｡いっ

ぽう内陸の高原と東部の山笹地域ではきわめて人口が

稀薄である吉

皿地形(第咽)

1､アナトリア

共和国の大半を占めるアナトリア半島はアルプスｰ

ヒマラヤ摺簡山脈帯の一部にあたって,おり北縁に潔ン

トス摺曲山脈南縁組ト狸ス(凄花はタウルス)榴曲山

脈によって黒海と地中海から塩害れ花海抜平均工,130

瞼の高地である｡アナトリア高純は酉から東へ次第に

高度を増し東部ではアルメユァ高原につらなる重畳た

る山番地域となって濁り東端のトル鴛一イタン国境紀

は慣約聖書のゼノアの箱舟｣伝説で名高いアララト山

(標高§事五6腕)かそびえている.

アナトリアにおける平野の発達はきわめて悪く沿岸

部の狭小な範囲に分布するにすぎない｡河川はアナト

鶴1表トルコ各地城の代表都榊二おける気温と雨量

I彼蟹1爾穣1気候総畿破災鰯,(籍鰯)

)樽共稲團はアジ茨犬陵頭端績騎顯懇黒海藻地瞭

海の閥はりきで花深か阿ア堆爵(狐第ジ茨擦簿)塗

東ヨｰ潔汐切灼功ン串鶴繭策端⑳膚幾アあを晦め

てアジアと灘一勲汐泥蜜花湯帖て1唱､策径蝸度

40分～坐度鍋努北緯総度跳分～繊度鵬分⑳繊聡鰯並

置する.面積は郷郷弼賊(棚掴繭横の約獲傍)

このうちアナトリ功婁け噂総繭横棚脇壷寓約篇昔

気侯は沿岸と内隆&で異なる､黒海1彩際費海

銘城都ぺ㌣鯛ユ学,ヨ㌣
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灘工鐵ト汐繊熱禰鰯⑳位灘魑

リア東部にユｰフラテス｡チグジス両河の源流があり

中央部にはクズルルマク河(河川長エヨ182㎞)西部には

サカノシヤ河(河川長824㎞)が大きく屈曲しながら流れ

る.アナトリアは地形上の特色から禰鹿山脈地帯･

東部山番地域1中部アナトリア高原および西部沿津地域

にわけることができる.

1ユ)鰯蔵出脈地帯

アナトリア北縁を限り黒海沿岸紀そ

って走るポントス山脈は東颪約800㎞

以上の長さを有しアルプス造山運動初

期に形成された榴蔚山脈である.東は

アルメニア高原をへだててイランのエル

ブｰルズ山脈に酉はマルマ予海をへだ

ててバルカン山脈に連らなる｡ポント

ス摺曲山脈は多くの小山脈から構成され

ていてこれξ｡は東颪に雁行状に平行し

て走りたがいは深い峡谷でへだてられ

ている｡禰繭山脈は東部の東黒海山

脈と西部の北アナトリア山脈とに2大別

される.東黒海山脈は最高峰のタトス

連山(標高3手§37脈)を主峰として3,000

狐級の連峰を有し急峻な山容をしめす､

北アナトリア1五燃は標高夏音000～

婁､◎00臓剛汕脈鮮からなり醐こむか

って次篤に低くなりながらマルマラ海に

没する.ポントス摺曲山脈の北側は

ほとんど黒海溝塞で山が迫りい㌣:吉ぼう

内陸側には東颪性の大構造線は沿った

チ嚢ルウ河(河川長3蝸㎞)苗ケルキト河

(イェシルルマグ河河川副68k吸)ク

ズルルマク河およびサカルヤ河が深い峡

谷をきざんでいる､これらの構澄谷は

現在も渚動している断層帯に一致してお

りこれに沿ってしばしば大地震が発生

している(地震帯の項を参照).

ト漂ス摺曲山脈はアナトリアの南縁にあって内陸と

地帯海あるいはシリア平野(メソポタミア平野の北西縁)

とを画し1,200㎞以上にわた鶯で東贋方向に餐字状に

屈曲しな淡も走っている｡この橘曲山脈はポントス摺

曲{派より新しくアルプス澄江瞳動の後期縫形成され

灘,'

ま榊漱雛アン列アからみ匁簿ト摂刈燃
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たものといわれている.摺曲山脈の西部は狭義のい

ス山脈であ1つアラ山(標高3事73狙)1ボルカル山(標

高3･58腕)1デデギ嚢ル山(標高2,980皿)などの峻峯

を有する｡これらの山容は急激な隆起と比較的多い

雨量のせいによって浸食作用が進み壮年期の急峻慈を

しめす.山間盆地ははペイシ皿いレ湖やエｰリディ

ル湖など大小多くの湖が存在す葛山トロス櫓曲山脈の

東部は東トロス山脈と南東けス山脈(アンチ1い

ス山脈)とに分岐する曲面{脈は東北東一頂南西に平

行して走り南下したポント黒摺曲山脈と合して策部山

番地域を形成する､南東けス山脈はそめ繭側のシ

リア平野を抱きこむようにして走っており北から南へ

押し上げ淀街上断層の上盤地塊を構成している.

(2)東部山籍地域

東のアルメユア高原に連なる東鍬五幅地域はポント

ス1ト皿ス両橘曲山脈か合したう免に火山が加わってで

き花出岳地域で東西に走る山脈灘と前述し花アララ

ト山(大アｰル出)を主峰とする3主000㎜級の火山灘と

が誉｡構成書れる中山間平野部の標高は至言8⑪o～2葺｡oo

脳に達す箏火山はそのすべてが休火山であり錦

三紀～四紀の火山岩類から構成されている｡この地域

の東部に踏るトル渓最大のヴァン湖(水面標高夏至閉餓

繭積3､湖㎞喜びわ湖の5倍強の面積)は溶岩流でせ

きとめられてできた湖で河川の流出口をもたない主

水質は2πの塩分(死海は塩分3エ.5%)とソｰダを含む織

湖であるため魚類はほとんど菟竃しない｡山居地域

を流れるチグリス(ディジ臥河河州長馳3㎞)とユｰ

13)､嘩鶴ア青トリア篤綴

中部アナトリア高原は南にけス北にポントスの

爾櫓曲山脈にはさまれ東は山岳地域衝は丘陵地域に

囲まれた標高800～五重◎00膿の平坦な高原である(第4

図)古高原ははゆるやかな丘陵が起伏するカ蔓雨量が少

ないため績浸食ぬ攻る地形開析鳶婁ほとんど進んでいない.

高原は安定した吉生層と中生層の上を平らにおおって

分布する新篤三紀～第四紀層からなっている｡高原の

ところどころには大小いくつかの湖が存在していて

そのいずれもが塩水湖である.なかでも鳥原ク)中央に

存在するトゥズ湖(繭積五､620㎞琶びわ湖の約2.5倍)は

トルコ第竃の大湖であるが非常に浅く棋界有数の塩

水湖である.夏期には湖の沿岸の幅数㎞紀わたって

結晶した厚い塩層でおおわれている｡アナトリア高原

の南東部にはエルジャ汲山(標高3茗91脈)ハッサン

山(標高3葦蝸晦)をはじめとする休火山が歓在する､

高原の北東部には大河クズルルマク河がU字状ぽ大き

く屈曲しながら流れ黒潮こそそぐ,

㈲溺都粉岸幼蛾

エｰゲ海1ηレマラ海にのぞむアナトリアの酒部沿津

地域はほぼ簑､000服以下の山陵からなる緩慢な沈降地

迅

㌃3

汐〕ダ

細蝉1泌脈

㌣鴛蝋

劣ζ洲

擁湖

㌻

毎
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繁4関アナトリア率繍の地形麟戯

域であり工一ゲ海沿岸は複雑な入江と多数の島をも

つリアス式の海岸である､この地域にはウル山(標高

2,543㎜)やムラト山(標高2里3王漁)など2,000頁nを越

える山も存在するが一般の山陵は概して砥く多数の

群小山脈が不規則に分布する､この地域ぽ流れる河川

は織の地域に比較して一般に短かい吉代表的な河州

にメンデレス河(河川畏馳蜘)やゲディズ河(河川長

350㎞)秘ある｡前者の下流は著しく蛇行しているた

め蛇行(メアンダリング)の語源となった河といわれ

ている.

アナトリアを流れるチグリス｡ユｰフラテス両河をは

じめクスノレルマク1サカルヤ1イ皿シノレルマク(ケノレ

キト)などの大河の流路パタｰンは不自然なほど鋭角

的に屈曲して流れている｡とくにアナトリア岸部から

東部にかけては山脈は沿って策面ぽ直線的に流れてい

た河川が急に南北方向に流路を変え山脈を横切って

海藻たは平野にそそいでいる砧ζのような流路パタｰ

ンはアナトジァに卓越する東西性構造線とこれに直

交または斜交する小構造線との織りなす格子状構造網を

忠実に反映した結果と誇克られる白いっぽうアナ`ト

リア西部の鉱一ゲ海沿巌の潮州は不親測な樹枝状パタ

ｰンを固いている.

2･トラ.ギアとマルマ管海

トラキアはボスフォラス1ダｰダネルス両海峡をへ

ラキアとアナトリアに麗まれた内海であり

㎞竈平均水深300鰍

スフオラス海峡(態長約蜘㎞)によって黒海に南はダ

ｰダネルス海峡(態長約62㎞)によって工一ゲ海に通じ

ている曲

たてたヨｰロッバ側にありバル

カン山脈の東支脈の延長にあたる

標高1,000m以下のイストランジ

ャ丘陵が走っている.その南側

には河川の流域に広く平野か発

鐘している.ヲル㌢ラ海はト

面積11,O00

最大水深1,400㎜である.北はボ

拠地質(第5図)

酒から東へ克んえんと続くアルプスｰヒマラヤ造山帯

のほぼ串央部に位置するアナトリアは一連のアノレプス

造山運動で形成されたポントスおよびトロス両摺山帯を

骨格として橘曲帯内側の比較的安定した地塊と橘蔵

帯外側の地向斜盆地から構成され摺菌帯沿いに発達し

た東西畦の構造線に支配されている.太古から現在ま

でアナトリアは沈降一堆積一溜出･隆起一破壊をくり

かえしてきた吉沈降したアナトリアは地中海の前身で

あるテチス海の一部で島ゆ沈降盆地の大部分は大規模

な地向斜となって厚い堆積物を蓄積した｡アナトリ

アピトラキアに分布する岩石は地質時代のすべての時

期に生成した地層から扱って為り厚い地向斜堆積物

アルプス造山運動ぽ特徴的な緑色岩類造山運動紀伴っ

て貫入1噴出した種冷の時代の火成岩類あるいは造山運

動で形成された変成岩類などで構成されている.

t魔序(第2表)

①基盤一売カンブリア系

アナトリア各地に散在する変成岩のいくつかほかつ

ト汐ズ繍沿錐の塩の績蟻

γナいη翰康邦マルテずンぎ手近の先カンブリア系

(噸納ルフリア系明灰岩層)

〔道理ia雌雀｡ryTextofGeologica1Mlap

Diyarba蛙rより転載〕�
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麟婁義

トル鴛め地質履岸

時的

地質系統

沖

更新統

統

統

漸新統

おも柱岩棚火成活動

おもな'分布地

第i､

鵬

紀

第

レ鮮新

1鱗

;三

;中新

三!昔

1第

紀

飴新

i雛新統

タ風アン

ヒ

爾セノニアン

戯チ生一口ニアン

澱

系

恕ノヲニア

下iアルはア

部1

白アッチア

瓶

孝オコミア

引下ツ㌦

�

系ライア

トライアス

鱗鰯

ト多ヴァチン湖拳海津段｣エ氷諦雌伏

蝸雛鵬鵡瀦トラヴアチン煮I

灰絡凝映着燃発捨を含む≡

ア妙フス運動

､受プソ竜鯛磯緒'砂緒石灰堵

穐巌燭に窟む

ηけソ撃鋤

湖水～皐淡水破捗碁言弄鍬差ぺ彩鴛幅^

含炭層

中1

代1

ポ:ノトス帯:フリッジ相と溶岩

凝次号10⑪o一至㈱棚

ダナい1ア塊:フリツシ翻密化看

東都:フリッジ相刷か宥炭

睦成砂瀞.礫毅濠海成ララミド変動

鱈

煮腿姶ゲルジ狐シ層

古

生

チも

黒海沿捧;ラデイ泳茅茅イド須灰;砦安山岩

凝豚嵩

ト濃スは1脈:菊陳娼紗姶1資砦

(饒シプリヘンシブ層)

南東郷:ケル岬ヴ編

ア㍗㍗く㌣ツ打ン)､,蝉､､
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地質鞍適醗鰯(C.搬雛搬エ§鑓よ簑.)

り西部の基盤をなしている,B由k㎜狐貝呈V正(工螂)童塞)

によって両統は売カンブリア系の可能性を指適されてい

るが確実な証拠はまだない.

(獲)

愀

古生界

カンブリア系

地層とからなる古

前者は中部イランのカンブリア系下�
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鍬㍑

薫一徹

鰍芋紬加手手

爽獅諾滋鰯｣

難渋･剛一を

火映撒唾

第?国トルコ･イランのカンブリア系姑此〔i.K産室三n1艶6原図簡略〕

部･後者は同系中部にそれぞれ対兇される(第7図).

アナムノレ東方のカンブリア系は最近三葉虫化石の

発見によってその存在が明らかになった.トロス山脈

における同系の分布はかなり広範囲にわたると推定さ

れる.

b才ルドビスｰシルル系

両系の分布は筆宥類比看の研究によってかな1は

く知られている.黒海沿岸西部のイスタンブルｰアダ

パザノトソングノレダク紀分布する画系は妹ントス摺曲

帯の中核をなし基盤の時代未詳の変成岩をおおってお

り礫岩からなるオルドビス系および珪岩･グリット･

礫岩からなるシルル系とから構成されHψ曲3等の

サンゴをはじめ多くの筆石類化石を産する,アナトリ

ア南東部のノ'カｰリ周辺に分布する繭糸は複背斜の核

部に露出し厚さ約五言000mの石灰岩･スレｰト･珪岩

および凝灰岩からなる.この地層の一部はイラクの

先デボン系でG棚'α榊をふくむ珪岩に対比される山

以上のほか両系はアナムルｰシ1けケ閥およびアダ

方一プナルパシュに分布する.

ζ苧球ン薬

デボン孫はアナ岬ア全般にわたって広範騒はひろが

で二次海進期の堆積物がらなる｡一般に珪堵1寅岩･

η噂㎞ズ帯グレイワッケ中畑潔イド看恢岩から構

成妻れ腕冠類1藻類1フジ泳ゾア欝の化看を豊當に産

する｡おもな分布地繊は黒海沿濠頬部の孫ダパザル

軸よび黒レｰリ付近エｰゲ海岸のムウラ&カラフルン

ア汰'トリア繭東部の茅イアルパク外ハ勾引j周辺等で

洲〕塞彪樽渓摺曲帯熔分布吹る酋生層の半分以上は

デ減ン孫で彫るうと推定されている.ディアノレバクル

付近の看滴盆地には灌青質砂岩をふくむ下～中部デボ

ン系淡ある､ハカｰリ周辺の背斜北翼には厚さ50～

150㎜の石灰岩と粘板岩があ'りル砂｡閉,DωZ〃畑舳伽,

Aか抄α,助か批〆等の腕足類化石を産しデボン系の下

～中部を･占めている.

d石炭系および二蟹系

石炭系はデボン系と同様に広く各地に分布と､ており

黒海沿棒西部のゾングルダクブノレサイスタンブノレ

Iアナトリア高原のアンカラ地中海側のムウラからトロ

深山脈の一帯および繭東部のハカｰリなたに露出してい

る.石炭系下部は海成層上部は半織半淡蜜たは陸成

層である｡同系は渥青炭を多量に産するため1こゾン

グルダク炭田において詳細に研究されている,ゾング

ト町仙繍に糊帖ジ肌ラ紀一i銘薪陛幻錐状聡沃姶

サムスン陶別ご捌柵緑色砦続(鷺瀬紅一難新鮒)

内部の火山岩とフリッジとのイン夢一フィンガｰ

(左側州ヨい部分が鉢}膝お側がフリッジ相)�
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石炭系上部はゾングルダクに発達し同巌蘭の來炭層

をふくむ缶ナムリアン銃のグリッい買砦1礫岩め互

･層とウ皿ストファリアン続の來炭層とからなる自また

同系上部の陸成層は地帯海側のマナヴガトの北方のア

岩抽グリットからなる一連の厚い地層が存在する,こ

e時代未詳の変成着類(第8醐

中部アナトリアの時代未詳変成岩類はK銃1烈(/966)19)一

によると上部自蝿紀の緑色岩統と整合護たは漸移であ

ること繕縞片岩類紀ともなう花鯖閃緑岩の絶対弗代が

上部臼醒紀をしめすことから変成岩類は上部自亜紀の

緑色岩統の異相でありその変成時期は茅ラミド変動で

あることか指摘されている｡アナトリア西部のメンデ

レス地塊の変成岩類はかって先カンブリア系と考えら

れていた淋少なくともその一部は腕足類1腹昆類化

石の産出から中生層であることが判明している岳ト

ラキアのイストランジャからイスタンブルにかけての変

成岩類はブルガリアの属ドペス砦類と一連のものと考

えられその焚武時期は沓生代の造山期とされている.

これと同じ時期の変成岩類はアナトリア西部のエスキ

シェヒル約レウおよびチャナカレ付近1とも分布する喧

アナトリア東部のビトリス地塊の変成岩類は各艦片岩

類と病閃石･黒雲母片麻岩とからなり珪砦1千枚岩な

どをはさむ.この変成岩類はアルプス造山運動初期

のものとされているカミまだ十分に調査されていない雪

ア岬シア(ボパゾ檎幽雑)1こ‡的るジ皿ラ紀ヴ)礁状

孫災猪訓釈1重ギリシア跨榊)佳屠趾

③中生界

中生代はアナトリア全域にわたって広大な海進がお

ζなわれた時代である由水生代未のヘルシ黒アン運動

アナト賞ア瞭鮒地塊苧)ネヅシ里とル北口)始新統

フリ寮シと吟新統の赤色砂岩左側がフリヅシ右側が赤色砂岩�
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盆トライアス系

海成のトライァスはアナトリア繭東部およびトロス

櫓曲帯は広く分布するほかアナトリア北部の小節観の

地域に分布する.アナトリア北酉部のバルケシルやイ

スタンブルｰ帯では下位の古生層の各系を場所によ

り異なっ花層準で不整合におおっている.基底礫砦は

はじまり添亀砂岩･石炭岩抽頁岩1片:岩等の互層から

なるいわゆるアルプス相を呈しておりH必肋を産す

る.メンデレス地塊およびムウラ付近は時代未書手の

変成岩をお粘って石灰岩･～マイトが発鐘して為り

戸搬伽榊榊ぬ,λ伽砂州肋,D砂砂燃惚等を産している｡

ト淳ス縄幽欝のトライアスは機海相での桝砂藪椛を

ふくむ看灰岩とドロマイトをはさんでいる.

南東部ではハカｰリの背斜において摩さδoo狐の

浅海成のフリッジ相からなる.またハズロ地塁では

筆石類化石をふくむ赤色石灰岩や燐灰有をふくむ砂質泥

岩からなっている.

むジュ管系

ジュラ系ば灰黒色･クリｰム亀･赤亀の石灰岩1泥

灰岩･頁岩1灘岩の互層からなり海遼堆積物としての

特色を有している.看灰岩や砂岩は場所によって濾菅

質となっておリ含油層の可能性を秘めている.

大きくみて同系のおもな分布は

1)アナトリア頂部から黒海沿津に沿って北東部に凄でのび

た帯状の地域(イズ鴛,茅一ベルシグボ外ウ狐スキシェ

ヒ仏アンカラ)

蔓…)南西部～ト帳ス瀞篠嚇(ポドルムペイシ風とルなど)

iii)南東部のハカｰリおよびハズ高

である凸i)とi…)の地域では同系はアンモナイト

化石を多産しライアス1ドッガｰ1マルムの3階に区

分される｡i11)に粘いてはジ皿ラ上部から白亜系上

部(チ以一艀ニァン)にかけての～di層灘と称され

る厚さ2,δoo獺の石灰岩1頁岩の互層がありジュラ系

と白亜系との境界を岩相から識別することは困難である､

を直接おおっていることが発見された､

以外の地域とでは岩相にかな1)の相漣がある｡

イスタンブルゾングルダクサムスンをふくむポン

トス摺簡鰭ではラ労対オラ茅イド1豚薗亀暦灰岩蟹韮

とし鈎五階1弦蔵猪哨礫凝灰堵1凝脈砦をは窓敵地

鰯が彩な1)そ⑳摩削批000～3主OOO搬熔逮じ科喝,

孫次砦㈲凄｡肋肋肋ぶ締α泌窪漁縦㈱な濠の宥孔激

化肴を産する古法｡ぼう栄浜瞭欄簡帯以然の地域

では二枚興化宥篶堆鍬滋篶炊猟洲1ξぷをふ《な砂猪

1貿岩1荷次猪⑳互層汐ジッシ網)撚変体となってい

蕃膏アン勿茅か蟻隙黒欄繭帝紀が紡ての地域終は

後述のいわゆる緑亀砦類め溌達淡る｡窪たけ第摺醐

いス山脈舛噺泄発わ怒鷲繋帥燃ジ4紀孫陳姶�
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躍鱗､葦撚
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ブ州ごウ洲二棚青る鱗新織の自亀溌豚堵燭

際色織損猪

となっている.

d緑色岩統(オフィオリチック統)

アナトリア全土にわたって分布しトル饒の地質を特

徴ずげる大きな要素の一つである｡また世界有数のク

ロｰム鉱の産出は主としてこの地層内でありさら紀

マンガい銅1亨グネシウム等の鉱床を胚胎する経済的

に価値の高い地層である,緑色砦統ははんれい砦輝

緑凝灰岩蛇紋砦などの趨塩基性砦類とラディオラライ

トで特徴ずけられ安山砦｡凝恢岩礫岩1砂岩1頁岩

1塊状宥灰岩が互層にあるいはこれらが指交関係や貫

入関係で存在している.ζのようなオフイオリチック

な地層は地向斜盆地が沈降から隆起に移1)かわる時期

から造山期にかけて海底に制夕る火山の流出堆積物

中への貫入および隆起に伴う蛇紋岩類の貫入によって

形成されたといわれている｡

緑色岩統は地域1はって岩相絃かなりの藩秘襟澄淡

る.す匁わちアナトリアの岸部地銘添は蛇紋岩類

が異常に発達するが孫ソト繁鰯醐帯湾は鈎土踏をふ

くむ厚いブリッ汐型堆積物秘優勢である､漢淀ゆ孫

櫓曲帯では摩い礁状宥灰岩淡卓越する古

緑色岩統がじぽじば動力褒減岩類差砦梱淋漸移牧菊

ことはすでに②の慧項で触れ花秘このはが繕嫁然藁

ルマニサ周辺ムウラデ溢ズリ周辺な婆⑳嗣統愁焚

成岩類と一部漸移関係にあるお養れ概喝｡緑亀砦統

の生成時代は従来研究脊にふり凝るいは地域はよ

ってさまざまな麟代は同定慈れていて慾の象《は酋生

層と考えられでい恋､近無蟻⑫万分⑯工会園地質図の完

成によって同統はほぼ上部自亜紀がら篤三紀の暁新

遠景篶山は基盤の白亜系石次猪

世にかけての時代ぽ形成されたという意屍が多い｡

e花筒岩類

トル鴬の花繭岩類は大きくわけて古生代に算入した

ものと中生代以降のものと秘ある,後者減前者にく

らべてはるかに広レ･分布を有する､花筒岩類の多く

は白亜紀後半のララミド変動期の貫入でありこの時

期の花賜砦類は黒海沿岸北東部の東黒海山脈とその南

部およびアナトリア中部に分布するほかアナトリア西

部に少岩体として点々と露脱している｡これらの花鰯

砦類は成因的に緑亀岩類と密接な関係がある帝

京黒海山脈の花筒砦類は主として黒雲母一釣閃石花

開岩と花開閃緑岩からなり上部白亜紀の貫入と考えら

れるが一説には始新世から漸新棋にかけての貫入とも

いわれている.アナトリア中部のヨズガトとケスキン

に分布する花開岩類は石英一病閃石枕簡岩1花筒閃緑岩

･サイァナイト･モンゾナイト等からなり周囲の緑色

岩統は買入して変成を与えている廿花筒岩貫入の絶対

年代は6,400万年前であるi竈).

空中よりみた鮮新統�
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④第三系

鶏三系は串生層1酋生層のどれよりも広く分布じ

全土を為お顯ρ鴻古筒麗紀末かみ鶏三紀初頭/鋤淋

で潜る地域湾は連続して沈降し花淋他⑱夢く⑳地域

では寮費ミ汽焚酬aる造ω躍動綻篶戊隆起じ剛

測慧批た海携は始新棋を顯夢陰懇3騰抽忍な杓槻

海退獄始漸繊爽がも漸漸微を幻影修烹軸遂挫わ槻施由

この鱒期縫はアナトリア挑部潟ぷ破淳部を機に愁海は

い)ぞい鷲鴻｡新窮望紹絃藩総花ぴ繍鋤峨嵩な杓

れ花軸

簸曹難黛薬

i)饒新統

暁新統は上部白亜紀一暁新世の緑亀岩統のほかに

ゾングルダク商両方およびイズニク東方のギョルバザル

重量)姶新統

始新統はトルコのいたるとこるに分布し下位の地

層を不整合におおってひろがっている申一般紀同統

はフリッジと石灰岩からなり溌海相をしめす毒

ポントス襯曲帯では酸性･簸基性の火山岩1凝灰岩

を伴っておりこれらの火成岩はフリッジと指交関係を

しめす.この地域の同系の摩さは五茗｡oo～王茗500臓で

ある｡ア汰帥ア第部破滋糊畿1煽瀦新繍澄列

ミンシ宙宥豚堵な濠機海欄撚箪越紘嵩工主餐｡晦鰯地層で謝

り嵐肋漱繍ヨ荻鋤概差砺､搬燃搬漱燃簿⑱脅孔旗

砺繊鰍韮液勅麦欝⑳軟体動物化宥蜜盤欝熔産渋るζ畿

で特徴釣抑猟篇｡陣渓摺繭帯湾は始新統は海成

刀～潔め帖繍〕産誠薄化霜灘はアルブ異動物灘&地

労海動物灘の構成繋繋塗薬通じ鷲沌､

ア労剛球棄部懇は麟新帥始新統の城ダ濠鐙幽盤動

縫災り始新統堆穣鑑地鰍※幻か醐j滋地縫紛翻凄れ

鵡搬榊紹刀厳該層機海成物概鋤魅搬綴勢淳リ

ッジの醐繊嚢層(皿ラｰズウ層)など鑑地1cまって

異なった堆積層が形成された｡またマノレディン周辺

の産油地帯では造崖悔の厚さ400～500㎜の石灰岩から

校るM的銚層と粗粒堆積物とフリッジとかなる2享000

～2,500㎜のBe&y三層とがあ!)前者は含沸層である山

非海成の始新統はしばしば亜瀦脊炭ないし褐炭層をふ

くみアマシアその他で稼行されている.

搬)漸新統

フリヅシを主体として礫岩1砂岩･泥灰岩･石衛層の互

アナトけ灘遭難イ派パル夢策別こ糊鳩

鱒歎繊1腿蚊砦月こ鰹上した銘盤θ)緑色砦統笥雌紋措�
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む

秘

1縫

糀8麟

一･}{胴三斌く擦

践皿㎜･一州㈱一記'馳唖艶1屯州1

i罐曲･知歯黒

μI水)地徽鱗遼ほと榊忘脚液成措綴｡織餓1獺の分祢〔玉､撫セ1真夏966に､麦幻

b新第三系

iY)中新統

中新世音期のアキタニアンとブルディガリアンをつう

じて海退はさらに続き海はアナトリアトラキアの

一部に湾をなして残存し淀｡この状態は串新位串頃蜜

で続いた.このような湾の堆積属としてアナトリア

南西部のデニズリ地串海沿緯のアンタリアシリフケ

アダナ東部のアンタキアの諸地域に分布する中新統が

ある,これらはいずれも化石に富むブルディガリア

ンの砂岩1有灰岩1積岩および陸成の堆積岩からなって

いる.アンタリア北部のト潟ス山脈では基底にぞラ

ッセの礫岩が厚さ2,000㎜以上はも発達している.

アダナ湾の一部はアナトリア中北部のシヴァスまで

のびてお1)またヴァンからの湾はエルズルムまで蓬し

ている.このよう1印新世の海は狭長な範囲でいく

つかの湾がアナトジァ内部に浸入している｡中新世の

大きな湾としてはイラ､ク盆地がありその王都がシリ

アをと粘ってアンタキア束からガジアンテプディアル

バクノレに達し厚さ600～工､000脈のモラッセ型堆積物と

石灰岩とを堆積している､岡湾は中新世後期をつうじ

てさらにしりぞ巷あとに厚い湖成層カミ堆積した｡

トラキアでは中新統の中部以上の地層が発達する.

中新統の陵成堆積物には褐炭層が豊富に産しトル

贋金主はわたって操堀されている｡

礫岩1凝灰岩をはさんでいる咀地域によっては基底

部付近に褐炭層が発達する.

ディアルバクルからシイルトにかけては厚さ500㌦

五革00⑪鰍の蒸発岩をふくむ石灰岩1泥灰岩からなるS肘

層がある｡�
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20以上の氷河が残存する)雪線は標高3､遂00～3,600㎜に存

在する.洪積世をつうじての氷河作用についてはま

だあまり研究がなされていないが山番地域の各地にU

字谷･カｰル等の氷卿地形および氷准看が標高簑､◎OO

mの地点に発見されている古

沖積堆積層はあま1)発達せず海緯沿巌部や内懐の湖

周辺や河川の流域に分布する吉

⑧薪塗舵の火山岩

火山岩はアナトリア北東部のアララト{からヴダン湖

にいたる山岳地域デ･ずアルバ幻トシイルト付近ア

ナトリアの中央部のカイセリｰ二一デ周辺とアン吻ラ北

部および西部の工一ゲ海沿岸部に広く分布している吉

これらの火山岩類の噴出時代は漸新世から現世まで各

時代にわたっている.一般的にいつ七安山岩の噴出

は古く中新世にさかのぼるが玄武岩は新しく鮮新世

のものが多い.

最高峯の火山であるアララト山とその周辺の火山鮮は

中新世当時の大きな弱線に位置し最初の火山噴出は中

等驚〆メの榊圭判はき数焚の佳騒雛矧1蛤質凝灰猪

カイセリ付近にそびえるエルジヤス火山(標高3,凱6

㎜)は.上部串新敏活動がはじまり第四紀をつうじ

て活発な噴胸活動をおこなった.主として安山岩質溶

岩と凝灰岩篤盆び玄蔵岩から構歳されている.同火山

2地質構造と構造運動

①概要

究述のようにアナトリアの地質構造は北のポ:/トス

南のいスの2大縄曲帯を骨組みとして東低方向に卓

越した櫓曲と断層はよって構成されている｡欄飾帯は

かなり複雑な複欄曲をなしており簡単で厚殻型の大き

な橘曲構造は南東部の地域をのぞいてほとんどみられな

い二断層は摺曲鋤に平行なものが卓越しているがこ

れを切って南北方陶の断層も存在する｡断層のなかで

特に顕著であるのは黒海沿岸に沿って走る水平滑動断

層と南東部の衝上断層でありζの2大断層について

は次項に述べる山

②構遺屡鈴(簾8関)

トル減の地質構造区分はナウマン博士(五896)以来

勇一滋ツバのアルプス学背やトルコの地質学者によって

論じられさま寒まな構造区分が行なわれてきた(第

3表)｡これらの区分は詳紳において若干の差異が

あるとはいえ大要においてはそれ程大きな違いはない

よ弓に思われる｡したがってここでは最も新しい

玉｡陥宝玉篶教授(王966)童聾)の説にもとづいてアナトリア

を以下の遂地質構造区に区分した茱構造運動は構造区

ア灯け中部誓碑ルμ峨綴鱒新～灘椥肋郊踏飾甑幾�
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策3表トルコの地質構造区分の対比

ウが』`ギ服ヅからみ恕灼1略台地釦1崎衡凝脈船と玄猟堵との亙糧

によって運動の時代や形式に相違がみられる｡

aポントス繕飾帯(余ンティド)

bアナいけ中部地塊(アナ1･リド)

Cト源ス摺臨鵜:(タウリド)

盛縁辺糟飾地域(ボｰダｰフ漆一ルド)

賢台焦棚圭(1939)

≡枢

加ト紙1一一

1概

アｰトトリア廷

暮鐵ス隊

イラン区

γテト賞アｰイラ

ン縁辺襯曲区

M跳嚇剖NE･楓･)いK鴇･)

素ントス隊ポントス区

アナトリア区アナトリア区

中部アナトリ

ア区

訟

ポントス区

(～･ntid･)

アナトリア区

�浴漱�猩

ト鵬減昆

イラン区

イラク区

シリアｰアラ

どア地糠

樽ス隊

1･ロス区

エｰゲｰイラ:(Ta町ids)

ン区

縁辺区;

1縁辺襯曲区

(BorderFo1d魯)

アナトリアｰ

イラン区

嚢薯非=芋:I｡蔓ζet至猟(王966)町吏リ宗扇套三

アナトリア北部における鋼･鉛鉱床の形成にあずかって

いる.

bアナトリア峰I奮薄童強境蓮

こ1の構遺区はポントス摺山帯と南のトロス櫓飴帯には

さまれた地域でアナトリア中央部で最も幅広くなって

いる.西部のメンデレス塊中部の変成岩塊を核とし

て緑色岩類が発達する.この構造区の特色としては

呈)古生層から凹と部白亜系濠でほぼ連続した堆積状態をし一め

し両首闘ぽ大きな時代的間隙がないこと

{i)大慧な不整合は始新統と中生層または古生層との聞にψ)

み存在すること

三i1)岡地区の造山運動はラ茅薫ド変動にはじ護りこれによっ

て噺生層以下の地層が福山㍍変成作用設うけたこと

1y)宵篤三紀から新篤三紀をつうじて譲海ないしカグｰン性

あるいは陸性策境にありたこと

箪)串新肱中期にヘルベチック蒔階のアルプス造山麓動を受け

苧新統以下の地層が榴曲したこと

グ川りア中央部θ)キュルシェヒルの村丘は安山岩質凝灰堵�



一62一

南

ピ片蔓ル比

1;蒜統

!ン

�〰∀

　

05茎e-52⑪……§k㎞

轟一

リア中部地塊がポントス･ト浜ス爾縄曲帯に対立した安

定剛塊といラ概念は最近の研究倹向として否定の方向

に進みつつあるがなお多くの問題があって結論をみな

い.

C終9汲鰯飽糟

同構造区はアナ)ア中部地塊の南側にあって地中

海沿岸一帯からアナトリア繭東部までト簿ス山脈1

南東トロス山脈をふくむ地域である.同欄弾帯は東

へのびてイランのサク渓ス襯山帯につな淋る｡主とし

て一連のアルプス箇五燵動によって形成され現在もな

粘隆起し続けている.岡褐山帯ではオルドビス系か

ら上部白醒系まで大きな不整合は存在しない｡侃外的

に南東部のアマノス山脈地域において酋生層あ卵生層

との間に不整合が発見書れている｡最初のアルプス造

山運動はジ孤ラ穣期のキンメリジアンにはじ護り下

部白璽紀末凄で続いている､上部自堕紀末のララ嚢ド

変動はアナトリアの全濫造区を“功じてこの構澄区で

最も激烈におこなわれ緑亀砦類の形成をうながした.

新生代は入りて大意な葡五鰹動は漸新批は生じこの

運:動は中新樹ぽ入って次鶴は鰻曝おな烈で猪陸運動絶移,

行じている宙

濠綴遡鰯繭錐繊

芯の地域はアナト!け繭東部の低地域を清めけ

洪欄醐帯の煎繭粋筒部にあ恕乱蜜稔忍の地繊は宥

油壷薩階淡馬イラン㍗シジア地蔵斜帯⑬一部でも滋り

そ剛晒縁遡部を構成する耳補地鍛は東脚睦⑳糟幽鰍

をもつ汐燃費型の欄曲構造をなし的樽確一⑳宥滴藤

地帯怒な汐も浦｡構濫発濠史的にみて嗣地域は他

の構澄区を異なりて為リ酋生代から新生代の後串漢で

常は勧と滞に対並し芯地胸斜銑鋤おして存裡じ大意秘

変成作1周や火成岩の貫入作用をうけていない.しかし

地域の上下動は各時代をつうじておこなわれた｡大き

な海進はカンブリアデボンニ鐙上部白亜紀暁

新世および中新世に生じている出造凶運動はララミド

変働にはじまり漸新棋をへて中新世宋に最高潮に達し

e構造運動の嚢約

部の縁辺榴的地蜘玄咋噺世末のはげしい造山運動に止

り禰繭をうけた｡このようにトルコの構滝強遼は�
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北から南へと次第に行なおれてきたといえ

よう.

〔付〕

地麗帯について

｡トル獺は棋界でも有数の地震国であるが

地震発生の分布地帯は篤!0図をみるよう

にきわめて明瞭に限定されている.す

なわち篤!級地震帯は黒海溝に沿って東

酒に走る一帯と皿一ゲ海沿捧地域為よび

南東部の地中海沿岸地帯である.第!0図

と第5図を比較すると明らかなように地

震発生帯は大断層帯の分布込ほとんど一

致していることがわかる,とくに㌢グニ

チユｰド?以上の大地震は･黒海沿榛の断

層帯に生じている｡この断層帯は前述の

ようは現在もなお活動中の水平滑動断層である白い

っぽうアナトリア中部の高原はポントストロス面出

脈地帯にくらべて比錘的安定した地質構造をなしていて

ほとんど地震の発生をみない｡

以上に述べた地震帯と地質構造の関連性および地驚分

布の規則正しさという点はすでに表教授が指摘されてお

り郷このため閏隣地震1地球内部構造連合が團際

的地震予知研究の場としてトル鴛をモデル地区とじて

えらぶ動巷があるといわれている｡(繋劃燃料部)
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